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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

午
前
：
患
者
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
元
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

助
手
編
７
千
円
、
衛
生
編
８
千
円
（
と
も
に
テ
キ
ス

ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
５
０
０
円
）
を
配

布
、『
修
了
証
』
を
発
行
し
ま
す

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

６
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

　
　

※
連
絡
会
総
会
を
午
後
２
時
〜
２
時
30
分
に
開
き
ま
す

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

大
井
通
正
氏
（
医
療
生
協
八
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

人
生
の
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
大
事
に
過
ご
す（
仮
）

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会　

総
会
・
市
民
講
座

日
時　

５
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

　
　
　

５
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内
容　

１
日
目　

「
雇
用
管
理
の
基
礎
知
識
」

　
　
　

２
日
目　

 

「
募
集
・
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
」「
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
（
事
例
検
討
と
交
流
）」

　
　
　
　
　
　
　

 

実
践
編
「
労
働
条
件
通
知
書
作
成
の
ポ
イ

ン
ト
」

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

 

堀
口
正
二
社
会
保
険
労
務
士
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

一
人
５
千
円
（
２
日
分 

※
初
回
に
受
領
し
ま
す
）

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
募
集
・
採
用
に
ま
つ
わ
る
悩
み

を
解
決
！　

労
働
条
件
通
知
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

医
科
・
歯
科
共
催　

雇
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
２
日
間
コ
ー
ス
）

日
時　

５
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
４
階
（
弁
天
町
）

講
師　

 

中
島
美
砂
子
氏
（
元
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
所
幹
細
胞
再
生
医
療
研
究
部
部
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

２
０
０
人

歯
髄
幹
細
胞
に
よ
る
歯
髄
再
生
医
療
―
再
生
の
革
新

的
技
術
と
は

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
第
54
回
定
期
総
会　

記
念
講
演

　

２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
評
価
で
は
、「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」
と
の
回

答
が
最
多
の
49
・
２
％
を
占

め
た
。
判
断
に
迷
う
要
因
と

し
て
、
①
改
定
率
が
わ
ず
か

０
・
69
％
に
と
ど
ま
っ
た
こ

と
②
初
再
診
料
の
ア
ッ
プ
の

一
方
で
院
内
感
染
対
策
が
義

務
付
け
ら
れ
た
こ
と
③
施
設

基
準
の
届
出
要
件
の
複
雑
化

―
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

年
代
別
で
は
、
30
か
ら
50

歳
代
は
「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
が
最
多
だ
っ
た
が
、

60
歳
代
以
降
は
「
あ
ま
り
良

く
な
か
っ
た
」
と
の
否
定
的

な
意
見
が
増
加
。

70
歳
代
で
は
「
あ

ま
り
良
く
な
か
っ

た
」「
良
く
な
か

っ
た
」を
合
わ
せ

る
と
55
・
５
％
に

達
し
た
（
表
）。

算
定
ル
ー
ル
の
複

雑
化
や
設
備
投
資
が
必
要
な

施
設
基
準
な
ど
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
て

ほ
し
い
項
目
で
は
、
自
由
記

入
の
内
容
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、「
歯
内
療
法
」
が
３
割

超
と
最
多
。
次
い
で
、「
補

綴
関
連
」
と
「
初
・
再
診

料
」
が
２
割
を
占
め
た
（
グ

ラ
フ
）。
根
管
治
療
に
つ
い

て
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
点
数

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

〝
焼
石
に
水
〞
で
あ
り
、
不

採
算
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
依
然
と
し
て
会
員
の

強
い
要
望
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
補
綴
関
連
」
で
は
低
点

数
に
加
え
て
金
属
材
料
価
格

の
高
騰
が
二
重
苦
と
な
り
医

院
経
営
に
追
い
討
ち
を
か
け

て
い
る
。
基
本
診
療
料
も
含

め
、
抜
本
的
な
引
き
上
げ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
立
民
〉
長
尾
秀
樹
、
辻
元

清
美
、
尾
辻
か
な
子
、
村
上

史
好
、
森
山
浩
行
〈
維
新
〉

井
上
英
孝
、
浦
野
靖
人
、
遠

藤
敬
、
馬
場
伸
幸
、
足
立
康

史
、
谷
畑
孝
〈
無
所
属
〉
樽

床
伸
二
〈
国
民
〉
平
野
博
文

参
院
〈
自
民
〉
松
川
る
い
、

太
田
房
江
〈
公
明
〉
山
本
香

苗
、
熊
野
正
士
〈
維
新
〉
高

木
か
お
り
、
東
徹
、
浅
田
均

〈
共
産
〉
山
下
芳
生
、
辰
巳

孝
太
郎

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
単

純
に
対
象
年
齢
引
き
上
げ
で

対
応
す
る
だ
け
で
な
く
必
要

な
人
に
必
要
な
医
療
が
何
で

あ
る
か
を
真
剣
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
し

た
。
武
藤
氏
は
「
請
願
採
択

を
尊
重
し
ま
す
が
新
年
度
議

会
で
、
再
度
請
願
の
主
旨
説

明
を
求
め
市
行
政
の
意
向
を

確
認
致
し
ま
す
」と
答
え
た
。

て
も
広
く
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
場
を
設

定
し
、
そ
う
し
た
場
で
、
い

ろ
い
ろ
な
提
言
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
」
と

回
答
。
岡
本
氏
は
「
国
と
一

体
化
し
た
制
度
の
設
計
が
必

　

南
河
内
地
区
は
、
21
日
投

票
の
富
田
林
市
長
選
挙
が
今

後
の
南
河
内
地
域
医
療
行
政

の
動
向
を
占
う
も
の
と
捉

え
、
会
員
の
投
票
判
断
に
資

す
る
た
め
医
科
協
会
と
連
名

で
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
引
き
上
げ
を
中
心
に
考
え

を
き
い
た
。
趣
旨
に
理
解
を

示
し
た
𠮷
村
よ
し
み
、
岡
本

さ
と
こ
、
武
藤
宏
の
各
氏
か

ら
回
答
が
あ
り
出
馬
表
明
順

に
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

𠮷
村
氏
は
「
救
急
医
療
と

地
域
医
療
の
充
実
、
こ
ど
も

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
施

策
の
充
実
を
掲
げ
て
い
ま

す
。『
市
民
本
位
の
市
政
を

推
進
す
る
』
立
場
か
ら
、
ア

ン
ケ
ー
ト
項
目
に
つ
き
ま
し

（表）2018年４月改定の評価について （％）

（グラフ）診療報酬で評価を
引き上げて欲しい事項 （％）

2018年度
分析！！

会員意見調査

②

全体 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
良かった 3.6 9.1 1.6 5.1 3.0 0.0
どちらかといえば良かった 13.3 13.6 9.4 11.5 21.2 5.6
どちらともいえない 49.2 45.5 62.5 55.1 33.3 38.9
あまり良くなかった 25.0 13.6 21.9 19.2 33.3 44.4
良くなかった 6.9 9.1 3.1 9.0 6.1 11.1
無回答 2.0 9.1 1.6 0.0 3.0 0.0

苦
し
め
ら
れ
る

中
小
・
零
細

　

消
費
者
は
自
分
た
ち
が
払

っ
て
い
る
消
費
税
の
仕
組
み

も
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
が
、
実
は
こ
の
税
制
は
よ

く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
の
が
私
の
実
感
だ
。

　

消
費
税
を
理
解
す
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。
消
費

税
は
原
則
あ
ら
ゆ
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
、
す
べ
て
の
流

通
段
階
で
課
税
さ
れ
る
税
金

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
納
税

義
務
者
は
消
費
者
で
は
な
く

年
間
売
上
１
千
万
円
以
上
の

事
業
者
と
い
う
こ
と
だ
。

　

公
共
料
金
以
外
の
価
格
は

市
場
原
理
で
決
ま
る
わ
け
だ

か
ら
、
事
業
者
が
「
コ
ス
ト

＋
利
潤
＋
消
費
税
」
で
販
売

価
格
を
決
め
て
い
た
ら
、
競

争
に
負
け
て
し
ま
う
。
競
争

が
激
し
い
、
あ
る
い
は
元
請

け
と
下
請
け
の
関
係
が
厳
し

い
業
界
ほ
ど
、
弱
者
は
値
引

き
を
強
い
ら
れ
、
消
費
税
を

転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

し
か
し
事
業
者
に
は
納
税

義
務
が
あ
る
た
め
に
、
利
益

を
削
り
、
コ
ス
ト
を
削
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
赤
字
に
な

っ
て
も
消
費
税
を
納
税
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
や

零
細
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん

ど
が
課
税
事
業
者
だ
。

弱
者
ほ
ど
犠
牲
に

な
る
税
制

　

弱
者
い
じ
め
の
こ
ん
な
税

制
で
は
、
日
本
は
中
小
零
細

事
業
者
が
存
在
で
き
な
い
国

に
な
り
、
多
く
の
労
働
者
も

働
く
場
を
失
っ
て
し
ま
う
。

飲
食
店
は
チ
ェ
ー
ン
店
、
商

店
は
コ
ン
ビ
ニ
だ
け
と
い
う

社
会
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

消
費
税
に
は
仕
入
れ
税
額

控
除
と
い
う
仕
組
み
が
あ
る

た
め
に
今
後
、
直
接
雇
用
す

る
よ
り
派
遣
社
員
の
方
が
節

税
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

従
業
員
を
派
遣
に
切
り
替
え

る
と
い
う
事
態
も
進
む
。

論論
点点

弱
者
い
じ
め
の
消
費
税

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

斎
藤
貴
男
氏

３
・
28
要
請
議
員
一
覧

面
談
〈
共
産
・
衆
〉
宮
本
岳

志
、〈
参
〉
大
門
実
紀
史

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、

宗
清
皇
一
、
岡
下
昌
平
、
谷

川
と
む
、
佐
藤
ゆ
か
り
、
大

西
宏
幸
、
と
か
し
き
な
お

み
、
中
山
泰
秀
、
大
塚
高

司
、
左
藤
章
、
長
尾
敬
、
原

田
憲
治
、
竹
本
直
一
〈
公

明
〉
佐
藤
茂
樹
、
鰐
淵
洋

子
、
北
側
一
雄
、
伊
佐
進

一
、
國
重
徹
、
浮
島
智
子

　

消
費
税
が
10
％
に
な
れ

ば
、
問
題
は
さ
ら
に
深
刻
化

す
る
一
方
、
税
率
の
15
％
、

20
％
へ
の
引
き
上
げ
と
い
う

主
張
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

新
聞
が
批
判

で
き
な
い
理
由

　

10
月
か
ら
の
増
税
は
本
当

に
実
施
す
る
の
か
、
土
壇
場

ま
で
わ
か
ら
な
い
。
主
導
権

は
安
倍
首
相
に
あ
り
、
結

局
、
夏
の
参
院
選
を
巡
る
状

況
次
第
だ
。
改
憲
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
与
党
が
圧
勝
で

き
な
い
と
予
想
す
れ
ば
、
安

倍
首
相
は
人
気
取
り
の
た
め

に
増
税
を
延
期
す
る
だ
ろ

う
。
逆
に
「
勝
て
る
」
と
判

断
す
れ
ば
、
増
税
に
踏
み
切

る
。

　

消
費
税
を
め
ぐ
っ
て
は
マ

ス
コ
ミ
、
特
に
新
聞
社
の
姿

勢
も
問
わ
れ
る
。
税
率
が
10

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
時
、

新
聞
は
食
料
品
と
と
も
に
税

率
が
据
え
置
か
れ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
新
聞
社
は
消
費

税
を
め
ぐ
っ
て
安
倍
政
権
に

逆
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
の
エ
サ
が
あ

る
限
り
、
政
府
は
新
聞
社

に
、
永
久
に
言
う
こ
と
を
聞

か
せ
ら
れ
る
。

「
社
会
保
障
の
た
め
」

は
ウ
ソ

　

「
消
費
税
は
社
会
保
障
の

た
め
に
公
平
な
税
制
」
と
い

う
見
方
が
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル

と
さ
れ
る
人
も
結
構
賛
同
し

て
い
る
が
、
ま
ず
現
在
の
よ

う
な
政
権
の
下
で
福
祉
国
家

は
絶
対
に
実
現
し
な
い
。
税

率
だ
け
が
上
げ
ら
れ
て
、
弱

者
だ
け
が
割
を
食
う
。

　

「
社
会
保
障
の
財
源
に
」

と
い
う
の
も
大
ウ
ソ
。
先
の

引
き
上
げ
の
際
、「
増
税
分

は
全
額
社
会
保
障
に
充
て

る
」
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
れ

ま
で
社
会
保
障
に
使
わ
れ
て

い
た
財
源
が
別
の
用
途
に
使

わ
れ
、
増
税
分
が
上
乗
せ
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

多
く
の
人
が
、
イ
カ
サ
マ

だ
ら
け
の
消
費
税
増
税
の
お

か
し
さ
に
気
付
い
て
ほ
し

い
。

「歯内療法」「補綴関連」「初・再診」
３大不合理の速やかな改善が必要

富
田
林
市
長
選
で
ア
ン
ケ
ー
ト

南
河
内
地
区

その他
29.2
その他
29.2

初・再診料
19.5

初・再診料
19.5

補綴関連
20.1
補綴関連
20.1

歯内療法
31.2
歯内療法
31.2

法
律　

５
月
13
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

５
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時

雇
用　

５
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談


